
 

４月行事予定 
日 曜 校  内  行  事 

７ 火 

係生徒登校 7:40 
一般生徒登校 8:20 
着任式 9:00 
入学式・始業式 9:30 
２・３年生クラス発表 10:10 
学級活動 10:20～11：40 

 ※学級写真撮影･教科書配布 

８ 水 
45分３時間授業   ①②③学級活動 
①②身体測定３年  自転車点検 

９ 木 
45分３時間授業   ①②③学級活動 

①②身体測定２年  臨時給食委員会 

10 金 
交通安全指導日 45分３時間授業 

①②③学級活動 ①②身体測定１年 

11 土   
12 日   

13 月 
全校集会（学級役員認証） 
⑤離任式 

14 火 
⑤⑥新入生歓迎会 
第１回委員会・立案会・代議員会 

15 水 １年心電図検診 

16 木 

午前中40分４時間授業 
血液検査(１年) 
授業参観（担任授業） 
ＰＴＡ総会14:00～15:00 
学年保護者会15:10 

17 金 
①②45分授業  ③通学班集会 
生徒会資源回収13:30～ 

18 土   

19 日 ≪家庭の日≫ 

20 月 
交通安全指導日 45分授業 
家庭訪問(浜屋/志貴)13:40～ 
部活動13:40～15:30 

21 火 
①～⑤３年全国学力・学習状況調査 
生徒議会 

22 水 
45分授業 
家庭訪問(里町/井畑/石橋）13:40～ 
部活動13:40～15:30 

23 木 
尿検査 45分授業 
家庭訪問(東栄/今本)13:40～ 
部活動13:40～15:30 

24 金 
尿検査 45分授業 
生徒集会 
生徒会資源回収(予備)13:30～ 

25 土   
26 日   
27 月   
28 火   
29 水 昭和の日 

30 木 交通安全指導日 
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発行日 ２００９．４．７ 平成２１年度 第１号 

東山たより 

 平成２１年度がスタートしました。保護者や学区の皆

様方には、日ごろから東山中学校に多くのご支援、ご協

力をいただきまして、心よりお礼申し上げます。 

 今年の春は、三寒四温が顕著で、３月末に寒気がぶり

返したためか、桜も驚き、錯乱（さくらん）状態の様子

であります。おかげで、長い間、桜を楽しむこともでき

ました。４月１日、東山中学校の正門をくぐった時には

玄関横の薄墨桜が満開に咲き誇っていました。今現在は

正門横のソメイヨシノが満開を迎え、まさに春爛漫であ

ります。まるで今日の入学式をお祝いしているかのよう

に咲き誇っています。新入生の皆さんならびに保護者の

皆様方には、本当におめでとうございます。今日から３

年間、伝統ある東山中学校の生徒としてがんばっていっ

てほしいと思います。 

 本年度の東山中学校は、新入生247名、２年生236名、

３年生251名、合計734名の生徒と教職員57名で船出する

ことになりました。船長である校長は新米でありますが

船乗りである教職員は、ベテランはじめ屈強なつわもの

ばかりで頼もしい限りです。前杉浦一郎校長同様、よろ

しくお願いいたします。 

入学式でも述べましたが、私が中学１年生の頃、ある

先生から聞いた好きな言葉を紹介して『東山たより』冒

頭の言葉とさせていただきます。その言葉は、４０年間

私を叱咤激励してきた言葉でもあります。それは、『汝

自身の運命は、汝自身の手の内にあり』です。 

昨年度は、世界で活躍する多くの日本の若者を見る

ことができました。ＷＢＣでの侍ジャパンの活躍はもち

ろんですが、北京オリンピックにおける水泳の北島選

手、陸上リレーの初メダルもすばらしかったと思いま

す。彼らに限らず、勇気を持って世界に羽ばたいて活躍

している若者が最近、急に増えてきたことは事実であり

ます。大リーグで活躍しているイチローはじめ松井や松

坂、ヨーロッパのサッカーチームで活躍している選手も

います。そして、テニスやゴルフ界にもこうした若い力

が台頭してきています。そうした若者の活躍は、大変す

ばらしいことだと思います。我々、団塊の世代がなしえ

なかったことを、いとも簡単に今の若者が達成してい

ることに驚きを感じざるを得ません。彼らこそ、『汝

自身の運命は、汝自身の手の内にあり』を実践してき

た人といえます。「自らの運命を自らが切り開く」そ

の強い意志が、彼らをそこまで登りつめさせた要因で

あろうと思います。しかし、彼らをそこまでにした真

の功労者は、実は、彼らを育て上げた「両親」はじめ

多くの人々の支えであったろうと思います。その数々

の励ましや支え、無償の愛が、彼らをしてやる気と頑

張る力、前向きな姿勢を身につけさせたというわけで

す。我々、教職員や親はもちろんのこと、世のすべて

の大人が、このことを今一度自覚しなければならない

と思います。そして、無限の可能性を持つ子どもたち

を温かく見守り、支援していきたいと思います。東山

中学校の生徒が、今まで育ててきてくれた両親、お世

話になった人々、励まし支えあった友達への感謝の気

持ちを忘れず、よりたくましく大きく成長してくれる

ことを一番の目標としたいと思います。そして、イチ

ローまでとは言いませんが、自分自身の身の丈にあっ

た幸せ、自分自身の夢を追い求めていってくれること

を希望します。 

学校は、大切なお子様をお預かりするわけですので

本校職員一丸となって、保護者の皆様との信頼関係を

築きつつ、地域のご支援をいただきながら、学校づく

りを進めていきたいと思います。時には、嵐に遭遇し

たり、座礁したりすることもあるかもしれません。し

かし、皆様方の

温かいご理解と

ご協力でそれら

を乗り越えてい

きたいと思いま

す。どうかよろ

しくお願い申し

上げます。 

Page 1 

玄関前の薄墨桜 

校長  


